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総務産業常任委員会

消防団屯所の更新計画
　昨年 12 月に、建て替えられた第一分団八ツ手屯所の受け渡
しが行われた。ほとんどの屯所が、築 40 ～ 60 年と古く、耐
震構造になっておらず、防災の拠点としての問題点が平成 28
年に一般質問で指摘され、検討が行われた更新計画の第１号
である。今後は計画に基づき、令和 26 年までに全ての屯所の
更新が行われる予定である。

村内施設の指定管理者は
　一般財団法人原村振興公社が八ヶ岳自然文化園及び原村歴
史民俗資料館（八ヶ岳美術館）の、株式会社レパストが樅の
木荘及びもみの湯の指定管理者となっている。
指定管理者をおく理由
　村の施設を外部組織にまかせることで、実績と経験を生か
した効率的な施設管理・運営、安心できるサービスの提供や、
経費削減に効果があるとされるため。

今定例会の指定管理に関する議案
　自然文化園、美術館の２施設の指定管理者の５年契約をするにあたり、議決を求められた。指定管理者
は平成 18 年から 15 年間、同施設の管理・運営を行ってきた一般財団法人原村振興公社。
委員会質疑
Ｑ　指定管理者選定が非公募の為、指定管理料は増えているのでは。
Ａ　指定管理料増の原因は、新規職員の採用のため。人件費を除けば減額している。
　　指定管理料は原則 5 年間据え置きだが消費税が上がったため変更になった。
Ｑ　非公募だが採点を行なったと説明があった。採点委員の中に、振興公社の理事や評議員が入っている。
　　自身が関わる組織の採点を行うのは相応しくないのでは。
Ａ　評価することより、意見聴取の意味合いが強かった。県でも同様に行なっている。
　　指摘をふまえ、今後、選定委員会などのメンバーについては検討していきたい。

　　　　　　防災の拠点 - 消防団屯所 - の整備は

　　　　　　指定管理者制度について考える

　　　　指定管理者に対する監督はされているか
　　　　指定管理者として行なうべき管理が出来ていない施設があるとの指摘が一般質問、委員
会で出ている。村は指定管理者の管理・監督責任をしっかり果たす必要がある。
議会のチェック機能が発揮できない！
　議会の権限があるのは指定管理者を指定する時のみ。直営であればできる事業費の予算・決算
などの質問ができない。また、事業内容についての賛否の表明もできない。

議会の
気ニナル
言イタイ

　　　　いつ何時起こるかわからない災害に備えるために、屯所の更新の緊急度・優先度は高い。
　　　予算の兼ね合いもあるだろうが、もう少し短いスパンで更新がされるべきと考える。
　また、令和元年の一般質問においては、更新の際に建築場所の再検討を含めた計画の推進の必
要性も指摘されている。防災の要となる屯所がより効果的に機能するよう更新計画については、
今後も意見をしていく。

議会の
気ニナル
言イタイ

一般質問…その後

審議した議案より
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総務産業常任委員会
委
員
会
メ
ン
バ
ー

陳情内容は　昨年、三ヶ村汐関係区連名で議会あてに、「汐
の管理道路で上部が崖状にせり出して（特に雨天などの
際）通行に大変危険な箇所がある。村で改良してもらえな
いか。」との陳情が出された。
議会の対応　陳情を受けて当委員会では現地調査を行い、
状況を確認するとともに対応策を検討した。村単独の事業
では難しいため、農林課とともに、県に対応を求めた。

災害復旧を利用した解決策　折しも台風１９号災害により同汐の取水口が被害を受け、災害復旧事業に
よって修復されることが決定した。この工事用の仮設道路を危険箇所の迂回路として利用することで、当
面の問題は解決される。
一歩踏み込み、国へ要望　災害復旧事業は多額の国費が迅速に投入される利点はあるが、内容は原状回復
に限られるため、将来を見越した改良復旧を行えない。昨年 12 月に「防災・減災、国土強靭化対策の継
続、および社会資本の継続的な整備を求める意見書」を国に提出し、改良復旧を行えるよう要望している。

計画は？　農業振興のための農産物加工所は、地方創生推進交付金の活用から始まり、その後、村費での
建設を検討されてきたが、その計画は中止となった。住民との懇談会の中で、村が運営するレンタル加工
所を望む声があったので、一昨年、福井県池田町を視察したが、その成果を活かすことはできなかった。

質問内容　汐の管理道路の２箇所で大規模な崩落、落石が予測され危険
だ。また道路の機能も失う。早期の改善整備の必要性がある。
経過と成果　令和元年９月、村長、県会議員、八区関係者により一ノ瀬
八区汐の危険箇所を現場確認。防災減災事業で、懸案だった土留めフェ
ンスの設置、金網で斜面を覆う工事を１年かけて完成。

　委員会では、議案の審査の他、陳情・一般質問・事務調査・視察をもとに、所
管する部署に意見や提言を行っています。ここでは、総務産業常任委員会におけ
る議案審査の内容や所管の事務に関する陳情・一般質問のその後についてピック
アップして委員会の意見を含めて紹介します。

　　　　　柳川三区汐危険個所改修工事についての陳情

　　　　　　　農業振興　- 農産物加工所 -

　　　　　　一ノ瀬汐の防災対策
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　　　　原村の水はどこから…？　日々あたり前のように水の恩恵を受けている私たち。山奥に
　　　　ある意外と知られていない一ノ瀬汐は急傾斜の難所に設置、また施設の老朽化で崩落や
損壊を繰り返し管理に苦慮してきている。当村の農業、生活用水の重要な水源施設だ。近年自然
災害も多発しており、更なる防災対策が必要だ。

議会の
気ニナル
言イタイ

　　　　利用者が望む加工所の形で、それを維持していく方法の見通しがつかなかったことが中
　　　止の原因となったようだ。長い時間を費やしてきた計画が形にならなかったのは残念だ。
一方で、ワイン特区認定といった評価されるべき村の動きもある。一般質問では、村と農業経営
者で原村の農業を考える会の必要性を問う質問もあった。今後の農業振興については、官民一体
となり、進められるよう期待したい。

議会の
気ニナル
言イタイ

陳情…その後

視察はどう活きた？

一般質問…その後
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社会文教常任委員会

　　　　　　コロナ感染症対策

　　　　　　　文化財整理室

　文化財整理室が旧 JA 柏木支所へ移転した。
　改修費用 3512 万円、賃料が月額 6 万円と、賃借
施設にかける費用としては高額であることから、そ
の理由について質問をしている。また、完成後の施
設を見学し、費用や仕様についても確認を行った。

　議会では、コロナ感染症対策として一元的な総合相談支援窓口の開設や
住民、子どもたちの健康と生活を守るため、さらに万全の対策を期するよう
村に要望書を提出しました。村の対策と議会の要望の一部を紹介します。

１．保育園に空気清浄機、小中学校へ冷風機、各公共施設にサーマル AI カ
　　メラ、スリッパ殺菌ロッカー、手指消毒機、書籍消毒装置、トイレ自動
　　手洗など設置やマスク・消毒液などの感染防止用資材を配備した。
　　要望 利用者に不都合の無い様、今後の在庫維持・機器管理の徹底を。
２．診療所の改修工事実施２０0 万円（発熱者の診察で診察室を分けた）
　　要望 令和２年の一般質問で、診療所と福祉センターの入口は現状併用
　　　　　の為この先を見据えて診療所の入口を分ける改修整備が必要だ。
　　回答 診療所のみの入口を設ける改修は建物の構造上難しい。
３．子育て世帯へ 1014 万円、ひとり親家庭等への支援金 285 万円や、医療機関などへ防止対策奨励金
　　350 万円支給。
　　要望 対象者に周知を徹底し、支給漏れの無いよう実施して欲しい。

　今までの懸案だった県道では中新田地区
内、茅野北杜韮崎線の歩道建設に着手して
いる。払沢地区内、神之原青柳停車場線も
歩道建設に向けて動き出した。
　また、村道においては判之木地区内の青
柳駅へ向う道路改良工事など、今後は主に
路面補修にシフトをしての、計画的な補修
工事をして行くことになった。

　　　　　　　道路・歩道

　　　　コロナ禍、当たり前の生活が失われた。この間、各イベントの中止や学校休業、消毒な
　　　ど緊張と我慢の生活が続いている。今後も躊躇ない対策と、一層の危機管理体制の強化が
求められる。また今後を見据え、診療所と福祉センター入口を分ける必要があるのでは。子供た
ちの心のケアも気になる。相談面の充実策も必要だと考える。注視したい。

議会の
気ニナル
言イタイ

　　　　１月開催の全員協議会で、村は３年度に、
　　　JA から土地・建物を約 1500 万円で購入
する方向で検討していると説明した。取得の是非
については慎重に審査していきたい。

議会の
気ニナル
言イタイ

審議した議案より

審議した議案より 審議した議案より
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社会文教常任委員会

　現在村では基本設計を
作成している。平成 31 年
に開催された、住民によ
る検討委員会からの答申
を受け、相談室・学習室・
子育てサロン・中間教室・
放課後の子どもの居場所
等を含めた多目的室、事
務室を基本とする計画と
なっている。建設場所は
旧教員住宅の敷地を予定
している。本年 1 月には

住民説明会が行われた。建設、運営に住民の声が反映される
よう注視していきたい。一般質問でも、予定通り建設に取り
掛かれるよう確認を繰返している。

　長年の懸案事項で
あった払沢村中道の
補修工事が始まった。
舗装面に下水道工事
や冬場の凍上等で、
凹凸ができ、通行に
支障があった。

　この道路補修については、過去の村議、現村議から何回も
議題に上がり、一般質問でも度々上がっていた。3 年計画で、
舗装の打ち直し工事を行う。今までは穴の補修程度を直して
いたが、一路線を長く補修工事を行うのは、過去に於いて
寒さによる道路凍上災害工事（一、二級村道）以来だろう。工
事後は車のスピードが出るのと、見通しの悪い所もあるので、
交通事故には十分気を付ける必要がある。マナーを守って安
全運転を心がけてほしい。

　健康づくりのために、運動や健診、ボ
ランティアなど、楽しみながら取り組
み、ポイントをもらえる制度。村から
は、制度は実施せずに健康に対する啓
発や教室に参加しやすい工夫をしてい
く。また、高齢者のボランティアポイ
ント制度は、フレイル対策としても有
効であり、策定中の地域福祉計画、高
齢者福祉計画に盛り込まれる。

　コロナ禍により県外への委員会視察
が出来ないため、代替として 10 月 16
日に研修会を行った。
　村内在住の塩澤氏、田中氏に講師を
依頼し、実際に一人一人が Zoom を使
用し、会議形式を取り体験した。詳し
い説明をしていただき、初体験者、経
験者共に知見を深めることが出来た。

子ども子育て支援センター

村道払沢村中道の補修工事に着手健康ポイント制度

Zoom 勉強会

委
員
会
メ
ン
バ
ー

　委員会では、議案の審査の他、陳情・一般質問・事務調査・視察をもとに、所
管する部署に意見や提言を行っています。ここでは、社会文教常任委員会におけ
る議案審査の内容や所管の事務に関する陳情・一般質問のその後についてピック
アップして委員会の意見を含めて紹介します。
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審議した議案より研修会

一般質問…その後 一般質問…その後
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特集

　本村において水資源は住民の命を支える飲み水となっているだけでなく、基幹産業である農業を支える生命線とし
て有限稀少な資源といえる。このたびの八ヶ岳中央農業実践大学校敷地への大規模酪農施設誘致計画は、先人より
代々、時には命懸けで水を守ってきた汐関係区と周辺住民に大きな脅威と不安を与えているため、当村議会に対して、
坪ノ端汐関係三区からは同意を得るよう要望書が、また周辺住民からは計画を懸念する意見が寄せられている。
　また、計画地の横を通る道路は観光客が多く利用する重要な観光道路であり、一帯は八ヶ岳連峰を望む美しい景観
を形成している。このため、景観の悪化、臭気の発生、大型車両の通行等により、同じく本村の基幹産業である観光
業や周辺住民の生活にも悪影響を及ぼしかねない。さらには、この計画が八ヶ岳中央農業実践大学校の継続的な運営
にどの程度寄与するか疑問を抱く住民もいる。これらの理由から以下のように求めるものである。

１．大規模酪農施設誘致計画の説明を尽くした上で、坪ノ端汐関係三区からは同意を、また周辺住民からは十分な
　　理解を得ることを事業者に対して強く促すこと。
２．今後、八ヶ岳中央農業実践大学校敷地の大規模な売却及び利用方法の変更を行う場合には、利害関係区及び
　　周辺住民から、同意・承諾を得るよう努めることを公益財団法人農村更生協会に求めること。

◆提案理由
住民からの要望
　我々議員も計画について何度も説明を受け、質問
も投げかけてきたが、いまだ十分な理解に至ったと
はいえない。マスコミ等を通じてしか情報を得られ
ない住民らにとっては尚更である。
　そのような中で、坪之端汐関係三区から、「急な
ことでもあり、対応に苦慮している。住民の同意が
ないままこの計画を進めることがないよう。」との
要望書が議会あてに提出された。
水循環基本法
　地下水の利用も含めた水循環について定めた水循
環基本法では、事業者の責務と、行政や住民等の関
係者も含めた連携の必要性がうたわれている。

実践大学校側の対応
①実践大学校は過去に動物のし尿の流出による汐
　の水質汚染を起こしながら、今また再び住民に
　対し、水に関する懸念を抱かせている。
② 11 月 20 日の住民説明会では、「住民の反対
　があれば計画は進めることができない。」と言
　いながら、２日後の 11 月 22 日の住民説明会
　では、「住民の同意を得るつもりはない。」とす
　るなどの二転三転する説明があった。
③住民説明会等の場で、住民らに対して尊大な態
　度や暴言が見られた。
　以上の点について、不信感を抱く住民もいる。

〇決議案本文

◆賛成討論
　もし住民の同意なしに計画が進められれば、実
践大学校と住民の間のこれまでの良好な関係を損
ない、将来に禍根を残す。よって住民の同意、理
解を得ることは必要。

◆反対討論
　この計画についての説明会や勉強会に参加したが、
十分な理解を得られる状況ではないと感じた。
　教育機関としての実践大学校の継続のためには有
意義な計画である。もし全会一致で可決されること
があれば、反対者に対し火に油を注ぐことになる。
そのようなことは阻止したい。

大規模酪農施設誘致計画についての決議
賛否が分かれた議案等
○は賛成、×は反対、△は趣旨採択、▽は退席、－は欠席、
議長は可否同数時のみ裁決する。

結　
果
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発議第　2 号 公益財団法人農村更生協会による大規模酪農施設誘致計画について住民
の同意・承諾を得ることを求める決議案の提出

《提出者：原村議会議員　北原　貴穂》
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇
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　総務産業常任委員会視察報告

 施設概要　各棟に２区画の飼育エリアがあり、１区画に約
100 頭、全 5 棟で計約 1000 頭の牛が飼育されている。牛に
は電子タグがつけられており、搾乳量、歩数などのデータが
コンピューター管理されている。最新の搾乳機での搾乳時間
は 1 区画あたり 30 分と効率化が図られている。
　大規模であることが、多くの雇用者での分業で、週休 2 日
勤務を可能とし、小規模家族経営にありがちな 1 年 365 日つ
きっきりでの厳しい勤務状況といった課題を解消している。

意見交換　鯉渕学園に行っている支援は、相場に上乗せをした賃料と学校教育に必要な牛や機材等の提供。
八ヶ岳の計画については、説明会参加者の多さに驚いており、関心の高さが、反対の多さならば、望まれ
ない進出は瑞穂農場としても本意ではないとの発言があった。

　八ヶ岳中央農業実践大学校敷地への大規模酪農施設誘致計画に対する住民の関心の高まりを受け、急遽
12 月 21 日に瑞穂農場鯉淵分場（茨城県水戸市）を視察に訪れた。八ヶ岳中央農業実践大学校敷地への誘
致が計画されている大規模酪農施設と同規模の施設を見学し、会社側との意見交換も併せて行った。

北原委員　大規模な代わり細かい部分は丁寧さに
欠ける。実践大からの説明と施設の内容には食い
違いはなかった。( 有 ) 瑞穂農場は冷静な話し合い
ができる相手と感じた。

松下委員長　豊かな自然と新鮮な空気、原村のこ
うした魅力に観光・移住の施策が支えられてきた。
視察地とは周辺の状況が異なり、及ぼす影響の大
きさも異なる。場所を選ぶ施設だと感じた。

宮坂紀委員　平坦な場所で、酪農を効率的に営む
施設である。環境対策に、特に問題は感じなかっ
た。今回の計画では、地形を考慮した配置になっ
ておらず、再考が必要と提言した。
計画が断念されたことは、大学校の存続の観点か
ら言えば、残念な事だ。

平出委員　今回の視察目的のひとつである「瑞穂
農場が関わる事で鯉渕学園の経営状況が良くなっ
たか」は、「多少の改善はあったと思うが学園の努
力が不足している」との返答があり、仮に八ヶ岳
中央農業実践大学校の誘致により計画が実行され
たとしても、大学の思惑通りにはならいと感じた。

　第 4 回定例会（11 月 27 日～ 12 月 14 日）　表決結果
議案第 41 号 諏訪広域連合規約の一部変更 可決
議案第 42 号 八ヶ岳自然文化園及び原村歴史民俗資料館の指定管理者の指定 可決
議案第 43 号 原村一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正 可決
議案第 44 号 原村議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正 可決
議案第 45 号 原村特別職の職員で常勤の者の給与に関する条例の一部改正 可決
議案第 46 号 原村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正 可決
議案第 47 号 原村議会議員及び原村長の選挙における選挙運動の公営に関する条例 可決
議案第 48 号 原村公共施設等総合管理基金条例 可決
議案第 49 号 原村営住宅基金条例 可決
議案第 50 号 令和２年度原村一般会計補正予算（第８号） 可決
議案第 51 号 令和２年度原村国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補正予算（第 4 号） 可決
議案第 52 号 令和２年度原村水道事業会計補正予算（第１号） 可決
発委第　７号 一般会計予算特別委員会の設置 可決
陳情第　５号 安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための陳情書

《提出者：地域医療と公立・公的病院を守る長野県連絡会》 採択

発委第　８号 安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための意見書案の提出
《提出者：社会文教常任委員長　半田　裕》 可決

発委第　９号 防災・減災、国土強靭化対策の継続、および社会資本の継続的な整備を求める意見書案の提出
《提出者：総務産業常任委員長　松下　浩史》 可決

以上、全会一致
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一般
質問

村政を問う
　一般質問とは、議員が村の行財政について疑問点を質すことをいいます。
　議会だよりでは、目次には全質問項目を、各議員のページには主な質問内容を掲載します。
くわしい議事録は村のホームページに掲載します。

恒
常
的
な
村
幹
部
職

員
に
よ
る
勤
務
時
間

中
の
喫
煙

質
問　
特
定
の
幹
部
職
員

が
役
場
喫
煙
所
で
行
っ
て

い
る
。
地
方
公
務
員
法
に

も
抵
触
す
る
が
村
長
は
黙

認
し
て
い
る
の
か
。

村
長　
厳
格
に
解
釈
す
る

と
抵
触
す
る
と
は
思
う
。

職
員
の
疲
労
回
復
や
公
務

能
率
の
向
上
の
観
点
か
ら

は
あ
る
程
度
の
ゆ
と
り
は

許
容
範
囲
と
も
考
え
る
。

質
問　
こ
れ
ら
幹
部
職
員

は
上
司
に
断
っ
て
自
席
を

離
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ

と
も
無
断
か
。

村
長　
恐
ら
く
ど
こ
の
行

政
の
幹
部
職
員
も
、
い
ち

い
ち
断
っ
て
席
を
離
れ
て

い
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

質
問　
勤
務
時
間
中
の
恒

常
的
な
喫
煙
は
、
税
金
を

払
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

方
へ
の
背
信
行
為
で
あ
る
。

今
年
6
月
に
そ
の
旨
を
宮

坂
副
村
長
に
連
絡
し
た
が
。

宮
坂
副
村
長　
電
話
で
誘

い
合
う
連
れ
タ
バ
コ
は
、

明
ら
か
に
サ
ボ
リ
と
思
わ

れ
て
も
し
か
た
が
な
い
の

で
該
当
職
員
に
注
意
し
た
。

質
問　
若
手
職
員
か
ら
も
、

「
勤
務
時
間
中
に
上
司
が

無
断
で
席
を
離
れ
、
タ
バ

コ
を
吸
い
に
行
っ
て
た
の

で
は
何
の
説
得
力
も
な
い
」

等
々
伺
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
幹
部
職
員
の
非
行

を
放
置
し
て
い
て
本
当
に

組
織
が
う
ま
く
回
っ
て
い

く
と
考
え
て
い
る
の
か
。

村
長　
庁
内
連
絡
会
議
で

指
示
し
て
ま
い
り
た
い
。

■ 百瀬 嘉徳  議員 ・・・・・・・・・・・・ P10
　1. 村の土地利用計画
　2. 保健休養地の景観
　3. 大規模酪農施設の建設計画
　
■ 半田裕 議員 ・・・・・・・・・・・・・・ P10
　1. ふるさと納税制度の有効活用を
　2. 職員の提案を活かした行政運営を
　3. 子ども子育て支援センターの基本設計の進捗は
　
■ 宮坂 紀博 議員 ・・・・・・・・・・・・ P11
　1. 空き家対策
　2. 都市計画
　3. 部活動

■ 松下 浩史 議員 ・・・・・・・・・・・・ P11
　1. 美しい村づくり
　2. 人材バンクの整備
　3. 防災に関する庁内の体制は

■ 佐宗 利江 議員 ・・・・・・・・・・・・ P11
　1. 第三次補正予算に対応した村の施策
　2. 中学校へのスマートフォンの持ち込み
　3. 少子化対策
　4. レパストとの契約内容等

■ 中村 浩平 議員 ・・・・・・・・・・・・・P ８
　1. 花粉症を誘発するオオブタクサ対策
　2. 恒常的な村幹部職員による、勤務時間中の喫煙
　3. 副村長としての手腕の発揮を

■ 平出 敏廣 議員 ・・・・・・・・・・・・・P ９
　1. 合葬式墓地を設置の検討を
　2. 原村においての農業を考える会
　3. 原村公共施設等総合管理計画
　4. 令和 3 年度予算編成

■ 北原 貴穂 議員 ・・・・・・・・・・・・・P ９
　1. 村道の維持管理
　2. 学校行事の継続
　3. 村職員の名札の着用
　4. 大規模酪農施設の進出
　5. 新型コロナウイルス第 3 波への備え

■ 森山 岩光 議員 ・・・・・・・・・・・・・P ９
　1. 令和 3 年度予算の編成方針
　2. 農業振興対策
　3. 村内の衛生管理

■ 宮坂 早苗 議員 ・・・・・・・・・・・・ P10
　1. 村内経済循環の取り組みに人材バンクの活用と
　　村内事業者が連携できる仕組みを考えては
　2. 住民・職員の事業提案の取り組み
　3. 国民健康保険直営診療所入口を地域福祉セン
　　ター入口と別にするための施設改修を考えては
　4. 村長の「検討する」という答弁について、進捗
　　が見られない原因は

一般質問は事前に質問内容を通告することとしています。
質問時間は、１人につき質問答弁を含め 60 分以内で完了する
こととされています。一問一答方式が採用されており、1 項目に
つき 2 回まで再質問ができます。
質問者の数によりますが、午前中に 3 人、午後に 3 人ないし
4 人を基本に行います。

来庁者から見られない所にある役場の喫煙所

中 村 浩 平
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令
和
３
年
度
予
算
の

編
成
方
針

質
問　
非
常
事
態
下
で
の

予
算
編
成
と
認
識
す
る
が
、

基
金
取
り
崩
し
の
考
え
は
。

住
民
財
政
課
長　
基
金
を

取
り
崩
す
見
込
み
で
の
予

算
編
成
を
考
え
て
い
る
。

質
問　
地
方
回
帰
が
増
え

て
い
る
。
予
算
編
成
に
向

け
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
移
住

促
進
で
の
茅
野
市
、
富
士

見
町
と
の
連
携
強
化
策
は
。

村
長　
役
場
で
も
12
月
か

ら
職
員
の
テ
レ
ワ
ー
ク
を

試
験
導
入
し
、
今
年
度
末

ま
で
実
証
す
る
。
両
市
町

と
は
忌
憚
な
い
意
見
を
出

し
合
え
る
関
係
な
の
で
、

一
層
の
連
携
強
化
を
図
る
。

農
業
振
興
対
策

質
問　
遊
休
荒
廃
農
地
の

解
消
が
進
ん
で
い
な
い
、

今
後
の
推
進
強
化
策
は
。

牛
山
農
林
課
長　
遊
休
農

地
を
借
り
受
け
る
場
合
、

村
は
10
ａ
３
０
０
０
円
の

補
助
、
荒
廃
農
地
の
再
整

備
目
的
の
補
助
事
業
も
あ

る
が
１
ha
の
ま
と
ま
っ
た

農
地
が
対
象
。
農
地
最
適

化
推
進
委
員
と
共
に
所
有

者
と
面
談
し
農
地
保
全
の

意
向
を
伝
え
、
土
地
の
流

動
化
を
図
る
。

村
内
の
衛
生
管
理

質
問　
コ
ロ
ナ
禍
、
ゴ
ミ

や
不
法
投
棄
物
が
増
加
。

村
で
処
理
困
難
物
を
定
期

回
収
す
る
考
え
は
。

建
設
水
道
課
長　
回
収
の

充
実
は
図
る
べ
き
と
考
え

て
お
り
検
討
し
ま
す
。

村
道
の
維
持
管
理

質
問　
払
沢
で
村
道
改
修

が
行
わ
れ
、
住
民
に
喜
ば

れ
て
い
る
。
今
後
の
安
全

対
策
は
。

村
長　
区
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の

意
見
を
聞
き
進
め
る
。

質
問　
改
修
に
関
し
出
回

っ
た
ビ
ラ
の
真
偽
は
。

村
長　
改
修
は
区
や
地
元

議
員
の
要
望
で
実
施
し
た
。

中
学
校
の
登
山

質
問　
来
年
度
以
降
の
実

施
の
見
通
し
は
。

教
育
長　
実
施
す
る
。
新

た
な
学
校
登
山
の
形
を
模

索
す
る
こ
と
も
必
要
。

大
規
模
酪
農
施
設

質
問　
住
民
の
意
見
を
集

約
し
、
伝
え
る
べ
き
で
は
。

村
長　
当
時
の
契
約
で
は

土
地
が
不
要
に
な
っ
た
際

の
買
戻
し
条
項
が
あ
っ
た
。

当
時
坪
３
銭
で
土
地
を
譲

渡
し
た
関
係
地
区
に
対
し

て
説
明
す
る
道
義
的
責
任

が
あ
る
と
伝
え
た
。
自
然

環
境
や
生
活
環
境
を
損
な

う
懸
念
は
看
過
で
き
な
い
。

土
地
を
譲
渡
し
た
当
時
の

目
的
を
外
れ
る
利
用
は
ど

う
か
と
の
意
見
も
あ
る
。

排
水
の
地
下
浸
透
に
つ
い

て
も
、
茨
城
県
と
原
村
で

は
気
候
条
件
が
違
う
の
で

凍
結
深
度
も
変
わ
る
。
慎

重
に
考
え
て
ほ
し
い
。
最

も
関
係
す
る
坪
之
端
汐
の

関
係
区
の
同
意
を
得
た
上

で
進
め
る
べ
き
と
言
っ
て

い
る
。
関
係
区
、
近
隣
住

民
、
観
光
連
盟
等
へ
の
説

明
会
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。

合
葬
式
墓
地
の
設
置

検
討
を
し
て
は

質
問　
合
葬
式
墓
地
を
強

く
要
望
す
る
人
達
が
い
る
。

設
置
の
考
え
は
。

村
長　
墓
地
に
対
す
る
考

え
方
や
ニ
ー
ズ
が
多
様
化

し
て
き
て
い
る
の
は
承
知

し
て
お
り
、
今
後
こ
の
よ

う
な
要
望
や
事
例
が
出
て

く
る
も
の
と
推
測
す
る
。

近
隣
市
町
の
状
況
を
参
考

に
し
合
葬
式
墓
地
に
つ
い

て
研
究
を
し
て
い
く
。

原
村
の
農
業
を
考
え

る
会
（
仮
称
）

質
問　
村
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
経
営
者
と
気
象

変
動
に
対
応
し
た
今
後
の

農
業
に
つ
い
て
考
え
る
会

を
行
政
が
中
心
と
な
っ
て

設
立
を
望
む
声
が
あ
る
。

村
長　
農
業
の
将
来
の
在

り
方
等
に
つ
い
て
は
農
業

委
員
会
、
Ｊ
Ａ
信
州
諏
訪
、

県
と
連
携
を
密
に
し
な
が

ら
農
業
が
直
面
す
る
課
題

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

質
問　
２
０
１
８
年
に
環

境
省
の
気
候
変
動
適
応
法

が
施
行
さ
れ
農
作
物
の
影

響
は
地
域
に
よ
っ
て
様
々

で
あ
る
。
地
方
公
共
団
体

が
主
体
と
な
っ
て
適
用
に

関
す
る
施
策
を
推
進
す
る

様
求
め
ら
れ
て
い
る
が
。

村
長　
環
境
省
の
指
針
に

つ
い
て
は
村
民
の
皆
さ
ん
、

農
家
の
皆
さ
ん
の
不
安
を

払
拭
す
る
の
が
行
政
の
責

務
と
感
じ
て
い
る
。
担
当

課
と
も
協
議
を
し
な
が
ら
、

ど
う
い
っ
た
方
向
が
い
い

の
か
検
討
す
る
。

空きのある村営久保地尾根西墓地

大勢の住民が参加した説明会

粗大ごみ・資源物収集は定期的に行われている

森 山 岩 光

北 原 貴 穂

平 出 敏 廣
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ふ
る
さ
と
寄
付
金
の

有
効
活
用
を

質
問　
こ
れ
ま
で
の
寄
付

金
の
活
用
が
２
件
と
少
な

い
が
要
因
は
。

総
務
課
長　
活
用
に
ふ
さ

わ
し
い
新
規
事
業
が
な
か

っ
た
た
め
。

質
問　
事
業
を
応
援
し
た

い
と
い
う
方
に
寄
付
を
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
よ

り
具
体
的
な
事
業
で
募
集

を
し
た
ら
ど
う
か
。

村
長　
今
後
、
ガ
バ
メ
ン

ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
活
用
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

質
問　
寄
付
者
へ
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
も
大
切
。
原

村
フ
ァ
ン
倶
楽
部
と
連
携

し
て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長　
今
後
原
村
フ

ァ
ン
倶
楽
部
の
あ
り
方
に

つ
い
て
再
検
討
し
て
い
く
。

こ
ど
も
・
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
進
捗

は質
問　
基
本
設
計
で
機
能

は
ど
う
な
っ
た
か
。

教
育
長　
現
時
点
で
は
相

談
室
、
学
習
室
、
子
育
て

サ
ロ
ン
、
中
間
教
室
、
放

課
後
の
子
ど
も
の
居
場
所

等
を
含
め
た
多
目
的
室
、

事
務
室
を
基
本
と
す
る
。

質
問　
答
申
で
外
の
遊
び

場
の
要
望
も
あ
っ
た
。
子

育
て
支
援
と
し
て
大
人
に

と
っ
て
も
屋
外
は
重
要
。

近
く
に
あ
る
原
っ
子
の
森

を
セ
ン
タ
ー
の
一
部
と
し

て
は
ど
う
か
。

教
育
長　
可
能
な
範
囲
で

検
討
し
て
い
く
。

村
の
土
地
利
用
計
画

質
問　
保
健
休
養
地
を
エ

コ
ー
ラ
イ
ン
よ
り
東
側
の

山
林
地
帯
へ
拡
大
し
た
ら

ど
う
か
。

建
設
水
道
課
長　
今
後
調

整
を
図
り
な
が
ら
、
考
え

た
い
。

質
問　
集
落
接
続
地
等
の

白
地
農
地
へ
の
、
宅
地
化

を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

農
林
課
長　
集
落
接
続
の

白
地
農
地
は
、
転
用
の
可

能
性
は
高
い
場
所
で
あ
る
。

質
問　
移
住
者
に
も
利
用

で
き
る
小
規
模
の
宅
地
開

発
を
推
進
し
た
ら
ど
う
か
。

村
長　
需
要
を
し
っ
か
り

見
極
め
な
が
ら
考
え
た
い
。

保
健
休
養
地
の
景
観

質
問　
幹
線
道
路
（
払
沢

ペ
ン
シ
ョ
ン
線
）
沿
い
の

緑
地
帯
内
の
伐
採
跡
地
に

あ
る
電
柱
の
地
中
化
ま
た

は
、
移
転
は
で
き
る
か
。

原
村
の
顔
と
し
て
良
好
な

環
境
整
備
を
す
べ
き
で
は
。

建
設
水
道
課
長　
電
線
地

中
化
は
費
用
的
に
無
理
。

移
動
と
低
木
の
植
林
、
遊

歩
道
な
ど
道
路
凍
結
防
止

を
図
り
整
備
し
た
い
。

大
規
模
酪
農
施
設

質
問　
村
の
観
光
や
休
養

地
に
臭
い
等
に
よ
る
マ
イ

ナ
ス
効
果
、
坪
之
端
汐
へ

の
水
質
汚
濁
防
止
の
た
め
、

関
係
者
か
ら
す
べ
て
同
意

を
取
る
こ
と
要
請
す
べ
き
。

村
長　
懸
念
や
要
望
は
、

実
践
大
学
校
に
伝
え
て
い

る
。
今
後
も
伝
え
て
い
く
。

診
療
所
入
口
を
単
独

に質
問　
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

の
施
設
利
用
者
は
、
一
つ

の
同
じ
入
口
を
使
っ
て
い

る
。
診
療
所
入
口
を
分
け

る
改
修
を
考
え
て
は
。

保
健
福
祉
課
長　
現
在
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
福
祉
の

拠
点
と
い
う
事
で
正
面
入

口
を
使
っ
て
い
る
。
発
熱

者
の
分
離
に
つ
い
て
は
、

優
先
し
て
改
修
も
行
っ
て

い
る
。
診
療
所
の
み
の
入

口
は
、
建
物
の
構
造
上
な

か
な
か
難
し
い
。

質
問　
現
在
の
方
法
は
一

時
的
な
も
の
で
、
根
本
的

解
決
に
な
ら
な
い
の
で
は
。

村
長　
建
物
の
施
設
改
修

は
必
要
で
あ
る
と
の
認
識

は
し
て
い
る
。
担
当
課
と

相
談
し
な
が
ら
、
ど
う
い

う
レ
イ
ア
ウ
ト
が
良
い
か

方
向
性
を
探
っ
て
い
く
。

人
材
バ
ン
ク
の
情
報

活
用

質
問　
人
材
バ
ン
ク
デ
ー

タ
を
活
用
し
村
内
の
経
済

循
環
と
有
効
活
用
を
考
え

て
は
。

生
涯
学
習
課
長　
地
域
の

人
材
力
を
生
か
し
て
い
く

こ
と
は
、
限
ら
れ
た
財
源

の
中
、
公
民
協
働
の
村
づ

く
り
を
進
め
て
行
く
の
に

有
効
な
事
。
課
ご
と
に
、

名
簿
化
し
た
も
の
は
保
管

し
て
い
る
。

健
康
福
祉
課
長　
社
協
委

託
の
人
材
バ
ン
ク
に
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
商
工
業

者
の
人
材
登
録
が
さ
れ
て

い
る
。
他
課
と
共
有
す
る

状
況
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

風景にマッチしない電柱

原村地域福祉センター　診療所・保健福祉課・
社会福祉協議会が同じ入口を利用している

原っ子の森は大人にとっても有効な居場所

半 田 　 裕

百 瀬 嘉 徳

宮 坂 早 苗
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美
し
い
村
づ
く
り
、

体
制
は
十
分
か

質
問　
諮
問
機
関
で
あ
る

美
し
い
村
づ
く
り
推
進
委

員
会
は
具
体
的
な
諮
問
が

あ
っ
て
こ
そ
活
か
さ
れ
る
。

各
課
の
課
題
を
あ
げ
る
体

制
は
整
っ
て
い
る
か
。

村
長　
調
整
不
足
で
事
務

局
で
あ
る
企
画
振
興
係
に

丸
投
げ
な
状
態
を
反
省
し

て
い
る
。
事
務
局
だ
け
で

な
く
関
係
課
と
の
連
携
を

図
り
、
具
体
的
な
投
げ
か

け
を
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
「
日
本
で
最
も
美

し
い
村
」
連
合
は
活
用
さ

れ
て
こ
そ
加
盟
意
義
が
あ

る
。
活
用
方
法
の
考
え
は
。

村
長　
加
盟
町
村
の
中
で

も
連
合
の
取
り
組
み
に
対

す
る
温
度
差
が
あ
る
。
長

野
県
会
議
、
全
国
担
当
者

会
議
等
に
お
い
て
、
連
合

と
し
て
加
盟
町
村
に
ど
の

よ
う
な
支
援
を
考
え
て
い

く
か
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
町
村
間
の
意
見
交
換

や
情
報
共
有
を
行
い
、
加

盟
の
効
果
を
発
揮
で
き
る

よ
う
取
り
組
む
。

質
問　
官
民
協
働
が
必
須

な
村
づ
く
り
。
住
民
の
活

動
を
ど
う
支
え
て
い
く
か

が
鍵
と
な
る
。
お
考
え
は
。

村
長　
官
民
協
働
の
運
動

は
重
要
。
従
前
に
比
べ
、

か
な
り
地
区
の
中
で
取
り

組
み
に
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

推
進
委
員
会
と
協
力
し
な

が
ら
、
広
報
・
Ｐ
Ｒ
活
動

を
含
め
、
住
民
全
員
で
取

り
組
み
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
。

中
学
校
へ
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
持
ち
込
み

質
問　
国
の
指
針
に
対
す

る
村
の
対
応
は
。

教
育
長　
携
帯
電
話
の
使

用
と
管
理
に
関
す
る
ル
ー

ル
を
生
徒
、
学
校
、
保
護

者
が
ま
ず
主
体
的
に
考
え
、

協
働
し
て
策
定
す
る
。
持

ち
込
み
に
必
要
な
環
境
の

整
備
や
措
置
が
講
じ
ら
れ

る
場
合
に
お
い
て
許
可
す

る
方
針
。
思
考
力
、
判
断

力
、
表
現
力
を
高
め
る
機

会
と
位
置
づ
け
取
組
む
。

質
問　
不
安
要
素
も
多
い
。

自
立
し
自
身
で
判
断
し
始

め
る
子
ど
も
達
に
指
導
が

ど
の
程
度
有
効
か
。

教
育
長　
完
全
な
危
険
性

の
排
除
は
出
来
な
い
。
子

供
た
ち
が
危
険
性
を
認
知

し
、
視
点
を
向
け
て
い
く

過
程
が
最
大
の
学
習
で
あ

る
と
考
え
る
。

樅
ノ
木
荘
の

新
館
北
の
裏
庭
は

質
問　
お
お
よ
そ
観
光
施

設
と
は
思
え
な
い
荒
廃
し

た
現
状
だ
が
環
境
管
理
は
。

商
工
観
光
課
長　
経
費
削

減
を
優
先
し
、
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
低
下
が
生
じ
て
い

る
。
協
定
に
よ
り
、
業
務

の
改
善
の
勧
告
も
出
来
る

が
ま
ず
は
指
導
し
た
い
。

質
問　
適
切
な
整
備
を
す

れ
ば
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
と
し
て
機
能
す
る
。

樅
ノ
木
荘
全
体
を
ど
う
し

た
い
の
か
広
く
考
え
る
必

要
が
あ
る
。

村
長　
村
民
に
愛
さ
れ
る

施
設
と
す
べ
く
指
導
す
る
。

空
き
家
等
対
策

質
問　
空
き
家
や
村
が
所

有
す
る
建
物
の
現
状
は
。

建
設
水
道
課
長　
平
成
29

年
度
の
調
査
で
、
91
件
。

内
、
１
件
が
取
り
壊
し
済
。

村
長　
八
ッ
手
の
旧
試
験

地
は
山
岳
協
会
、
旧
保
育

所
は
教
育
委
員
会
が
利
用
。

現
状
の
建
物
で
使
え
る
も

の
は
活
用
し
て
い
く
。

質
問　
建
築
基
準
法
違
反

の
コ
ン
テ
ナ
の
設
置
に
問

題
が
な
い
か
。

建
設
水
道
課
長　
工
事
届

出
義
務
が
無
い
物
は
把
握

し
づ
ら
い
。
問
題
が
あ
れ

ば
県
と
相
談
し
対
応
す
る
。

都
市
計
画

質
問　
車
が
1
台
だ
け
通

れ
る
砂
利
道
を
作
り
、
最

低
限
の
水
と
消
火
栓
だ
け

を
整
備
し
て
敷
地
の
境
界

も
判
ら
な
い
、
い
つ
の
間

に
か
人
が
住
み
始
め
た
様

な
場
所
が
あ
る
。
接
道
義

務
が
な
い
た
め
、
狭
い
道

路
で
も
、
建
築
で
き
て
し

ま
う
。

村
長　
農
業
振
興
地
域
で

整
備
を
進
め
て
い
る
。
現

時
点
で
、
都
市
計
画
を
策

定
す
る
予
定
は
な
い
。

質
問　
未
舗
装
路
線
の
除

雪
作
業
に
支
障
は
。

建
設
水
道
課
長　
1.6
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
あ
る
。
業
者
に

確
認
し
た
が
、
除
雪
上
、

特
に
支
障
は
な
い
。

「日本で最も美しい村」の日にあわせた活動

校内へのスマホの持ち込みの是非

屋根が落ちたままの別荘

松 下 浩 史

佐 宗 利 江

宮 坂 紀 博
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議会広報・広聴特別委員会
委  員  長　松下　浩史
副委員長　平出　敏廣
委　　員　森山　岩光
　　　　　百瀬　嘉徳
　　　　　佐宗　利江
　　　　　北原　貴穂

議会の傍聴にお出かけください
次回の定例会は

役場 2 階総務課前で受付後、傍聴席にお越しください。
会期中の委員会の傍聴もできます。

お問い合わせは、議会事務局に（0266-79-7951）

開会予定です。

こんな村になってほしい！
「声」のコーナーでは、村の方々からお話をいただいています。
「こんな村になってほしい」をテーマに、お二人の声をお届けします。

Ｃ
Ｏ　
排
出
削
減

と
し
て

　大きな社会問題として「地球温暖化」が挙げられて
いますが、果たして何をしたら良いのかと考えたと
き、「車」のことが考えられます。2030 年以降は「新
車の純ガソリン車販売禁止」とのことで、これから
は EV 又はハイブリッドあるいは燃料電池車等 CO₂
排出が抑えられた車にシフトせざるをえないようで
す。その中の PHEV 車は急速充電装置が必要ですが、
色々な事情によりなかなか設置が進まない中いち早く
村に設置されたことは、村が地球温暖化防止に取り組
んでいることがわかり嬉しく思っておりました。が、
残念ながら最近使用できなくなってしまいました。こ
れからは増々急速充電装置が必要になってくるはずで
す。村に急速充電装置が設置されていることが一般的
に知れ渡れば PHEV 車へ乗り換えが進むこととなり
CO₂ の排出が抑えられ「美しい村原村」の維持向上
にも繋がります。どうか一日も早く再設置していただ
けることを願っております。

清水 政春さん（柏木区）中村 洋平さん（ペンション区） 未
来
は
自
分
た
ち

で
つ
く
る

　原村は小さな村だ。保育園から小学校、中学校
まではずっと一緒。同級生も先輩も後輩もずっと
一緒。なかなか帰ってこられない人もいるけど、
この原村から日本中で、世界中で活躍している人
がたくさんいる。
　出ていくだけじゃない。原村には多くの人が世
代を問わず移住してきてくれる。新しい仲間が増
え続けている。
　変わらない景色、変わりゆく景色、どちらがい
いかなんて分からない。大事なのは人。
　帰ってこられる原村であり続けるために。新し
い仲間が増え続ける原村であり続けるために。生
まれ育った子供たちが誇りを持てる原村であり続
けるために、私は、これからも何が必要なのかを
考え、行動し続ける。原村の仲間とともに。
　なってほしいではなく、自分たちで作る。原村
の未来をつくるのは “ 今 ” を生きる我々だから。

2 月 25 日（木）
はらむら議会だより 第 144 号
令和３年 2 月 20 日発行
発行：原村議会
編集：議会広報・広聴特別委員会
〒 391-0192 長野県諏訪郡原村 6549 番地 1
TEL：0266-79-2111　FAX：0266-79-7951
https://www.vill.hara.lg.jp　村議会をクリック

　
「
今
年
一
年
ど
う
に
か
乗
り
越
え

れ
ば
、
来
年
こ
そ
は
」
の
思
い
で
慣

れ
な
い
「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
中

で
、
活
動
し
て
き
た
令
和
２
年
。
そ

ん
な
思
い
も
、
年
明
け
早
々
の
緊
急

事
態
宣
言
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
。

　
ま
だ
ま
だ
続
く
コ
ロ
ナ
禍
。
議
会

と
し
て
は
、
村
の
コ
ロ
ナ
対
策
が
多

く
の
住
民
の
声
を
反
映
さ
せ
た
も
の

と
な
る
よ
う
尽
力
し
た
い
。
人
と
人

と
の
接
触
が
制
限
さ
れ
て
い
る
中
で

の
広
聴
会
の
開
催
が
難
し
く
、
頭
を

悩
ま
せ
る
。
是
非
、
身
近
な
議
員
や

議
会
事
務
局
に
皆
さ
ま
の
声
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
（
松
下
記
）

議会ホームページのご案内
　議会だよりはページ数の制限もあり、定例会
での審議内容や議会の活動の全てを掲載するこ
とができません。詳しい内容は議会ホームペー
ジの議事録などをご確認ください。
　定例会日程も掲載されますので、参考にして
いただき、是非、議会傍聴にお越しください。

２

声


